
02　志民活動かたらん会開催！
04　外来生物を知っていますか？
06　ふるさと納税「水郷ひた応援基金」
　　 制度を見直しました
07　指定管理者を募集します
08　市政情報ピックアップ
10　くらしの情報／人権コラム
15　エコ幼稚園・エコ保育園
　　 活動報告

16　まちの話題
18　咸宜園コラム
　／食生活改善推進員さんのおすすめレシピ
19　図書館に行こう
20　８月のお誕生日おめでとう
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８.１

表紙
小野川自然プールが
　　　　　　 オープン
　小野川自然プールが
７月19日からオープン
しました。７月20日に
行われたプール開きイ
ベントでは多くの親子
連れが訪れ、子供たち
の声でにぎわいました。
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まちづくり活動報告会

　平成25年度「市民サービス協働事業」「まちづくり活動推進事業補助金」を活用した団
体による活動報告会が、６月29日、パトリア日田で開催され、事例発表やパネル展示のほ
か、参加者の意見交換などが行われました

志民活動かたらん会開催！
まちづくり活動報告会

　平成25年度「市民サービス協働事業」「まちづくり活動推進事業補助金」を活用した団
体による活動報告会が、６月29日、パトリア日田で開催され、事例発表やパネル展示のほ
か、参加者の意見交換などが行われました

志民活動かたらん会開催！

市民サービス協働事業とは？

　市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所 2階）

　非営利で公益的な事業を効果的に実施するために、
NPO（特定非営利活動法人及び営利を目的としない
公共的な活動を行う市民活動団体）の専門性やアイ
ディア等を生かし、NPO と市が協働して取り組むも
ので、NPO の活動促進を図ることも目的の一つと
なっています。
（募集時期）　例年１月頃告知

報告会の運営について
　この報告会は、平成 26 年度「市民
サービス協働事業」の一つである
「NPO育成事業」として、日田ソーシャ
ルビジネス研究会が運営しました。
　日田ソーシャルビジネス研究会は、
昨年度から市民サービス協働事業とし
て、地域の特徴を生かしたにぎわいを
試験的に創出するモニタリング調査を
行うなど活発に活動中です。

まちづくり活動推進事業補助金とは？
　地域に根ざしたまちづくりや人づくりを目指し、創造的な活
動を支援する事業です。
　内容によって、最長 3年間の支援が可能です。
（対象団体）　自治会、地域コミュニティを形成する団体等
（対象事業）　環境保全、歴史文化、地域間交流、人材育成等
（補助金額）　補助対象経費の 6割以内（上限 50万円）

まちづくり活動推進事業補助
金は、現在、事業を募集して
います。お気軽に下記にご
相談ください。

　市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所 2階）
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　今回の報告会は、「市民サービス協働事業」「まちづくり活動推進事業補助金」を活用した団体の活動報告を通じて、
他団体の活動の様子や、これらの事業でどのような活動が実施されたのかを多くの市民の皆さんに知っていただくた
めに実施しました。
　意見交換や来場者アンケートでは、「自分達の活動をより多くの人に知ってほしい」「他の団体と協力していきたい」
「活動を長く続けるにはどうしたらよいだろうか」などの意見が聞かれました。
　市では、市民活動団体や市民の皆さんと協力・協働しながら、今後も地域活動の促進に取り組みます。

　事例発表やパネル展示によって、各団体の活動の目的
や成果などが分かりやすく報告されました。後半は参加
者による意見交換会も行われ、参加者同士でグループを
作り、感想や意見を語り合いました。
　最初、戸惑い気味だった参加者たちも言葉を交わすう
ちに、まちづくり活動について次第に盛り上がっていき
ました。

市民サービス協働事業の事例

「(一社)日田青年会議所」による日田
市と屋久島町の子供交流事業

「NPO法人日田子ども劇場」による演
劇公演招へい事業（事前学習会の様子）

まちづくり活動推進事業補助金の事例

「ひた演劇祭実行委員会」による演劇
公演・市民参加型企画芝居などの開催

「小鹿田焼未来を作る実行委員会」に
よる交流シンポジウム開催

「ehonte(エホント)」による廃校に所蔵
している本の再活用事業（配本の様子）

「読み聞かせサークルしゃぼん玉」に
よる“廣瀬淡窓物語”DVD化事業

「“日田夏の冒険”実行委員会」による
日米の学生の合同キャンプ

「郷土日田の自然調査会」による中津
江村の自然調査報告

「E♪Music（イーミュージック）」による
ボストンオーケストラと子供たちの共演

「伏木ミュージックラボ」による水害
復興音楽フェスティバル



42014. 8. 1 

自
然
を
支
え
る
生
物
多
様
性

　

地
球
上
の
生
き
物
は
、
名
前
が
知
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
も
175
万
種
、
未
知
の

種
類
を
含
め
る
と
５
百
万
〜
３
千
万
種

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
自
然
環
境
の
中
で
支
え
合
い
、

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
生
き
て
い
る

生
物
の
つ
な
が
り
の
こ
と
を
「
生
物
多

様
性
」
と
言
い
、
私
た
ち
に
自
然
豊
か

な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

一
方
、
地
球
上
で
は
現
在
、
一
年
間

に
４
万
種
も
の
生
き
物
が
絶
滅
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な

原
因
は
、
開
発
や
乱
獲
、
外
来
生
物
の

持
込
み
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
人
間
の

活
動
に
よ
る
も
の
で
す
。

外
来
生
物
と
は
？

　

外
来
生
物
と
は
、
人
間
の
活
動
が
理

由
で
、
も
と
も
と
い
な
か
っ
た
国
や
地
域

に
持
ち
込
ま
れ
た
生
き
物
の
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
近
年
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
や
ブ
ラ
ジ
ル
チ
ド
メ
グ
サ
と
い
っ
た

植
物
の
名
前
を
よ
く
耳
に
し
ま
せ
ん
か
。

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
壊
す
外
来
生
物

　
こ
の
よ
う
な
外
来
生
物
が
増
え
る
と
、

も
と
も
と
そ
の
場
で
長
い
間
生
活
し
て

い
た
在
来
種
が
減
っ
て
し
ま
い
、
生
態

系
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
畑
を
荒
ら
し

た
り
、
農
作
物
な
ど
を
食
べ
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

　

外
来
生
物
の
防
除
に
は
多
く
の
労
力

と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
私

た
ち
が
次
の
３
点
を
守
り
、
被
害
を
防

ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
、
入
れ
な
い
…
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す

か
も
し
れ
な
い
外
来
生
物
を
日
本
に

入
れ
な
い

一
、
捨
て
な
い
…
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ

て
い
る
外
来
生
物
を
自
然
の
中
に
捨

て
な
い

一
、
広
げ
な
い
…
自
然
の
中
に
い
る
外

来
生
物
を
他
の
地
域
に
広
げ
な
い

　６月29日、中ノ島町の河川敷
で特定外来生物である北米原産
の宿根草「オオキンケイギク」
の除去作業が行われました。コ
スモスに似た黄色い花ですが、
強い繁殖力を持ち、在来種に悪
影響を与えるおそれがあるとして、
平成18年から栽培、運搬、販売
などが原則禁止されています。
この日は「郷土日田の自然調査
会」の会員等約10人が手作業や
機械で作業を行いました。

外来生物を
知っていますか？

日田の生き物を守りましょう。

オオキンケイギク
除去作業の参加者募集
■とき　８月30日㈯
　午前７時30分集合
■ところ
　中ノ島河川敷
　（かんぽの宿前）
※手袋、草取り道具は用
意しています。タオル、
水筒などは持参してく
ださい。
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オオキンケイギク
　キク科の一種で黄色い
花を咲かせる。強い繁殖
力で他の植物を駆逐し、
道端や河原の景観を一変
させてしまう性質を持っ
ている。

ブラジルチドメグサ
　非常に繁殖力の強い水草。
水面を覆うように浮かぶ
ので、水の中に光が届かず、
他の水草や水生生物の生
息環境が奪われるおそれ
がある。

アライグマ
　夜行性で頭の黒い帯と
尾のしま模様が特徴。市
街地でごみを荒らす、農
作物へ被害を与えるほか、
他の動物に寄生虫や感染
症を媒介する可能性がある。

ブラックバス（通称）
　湖沼やため池、河川の
中下流域に生息している。
ブラックバスの侵入後に
は、在来魚の種類や個体
数が激減したという事例
がある。

市内で見られる特定外来生物

佐藤仁藏氏

1933年生まれ。日田市博物館協議会委員長、
郷土日田の自然調査会会長、豊後自然塾塾頭。
大分大学卒業後、小学校教諭として定年まで勤務。
これまで、日田山丘（日隈、月隈、星隈）や三
隈川の自然調査を行ってきた。

　かつて、花粉症の原因と言われたセイタカアワダチソウは、草
がたくさん生えているところには侵入しませんでした。しかし、
オオキンケイギクは、雑草や他の草花がたくさん生えているとこ
ろにも平気で侵入し、いつの間にかオオキンケイギクのみが生え
ている場所にしてしまいます。皆さんが手入れしている公園や道
端の花園が、オオキンケイギクばかりになってしまうのです。
　もし、そこにしかない貴重な植物があったとすると、オオキン
ケイギクとの生存競争に負けてしまい、それらが消滅することに
なります。また、いくら美しいからといっても、一種類の植物だ
けになってしまい、何らかの理由でその植物が枯死したら、地上
から植物が消えることになります。酸素を作る植物が無くなって
しまうと、人間は生きていけません。これが、生物の多様性が必
要な理由の一つです。
　このように、生態系は絶妙なバランスの下で成り立っています。
いったん地域に定着した外来生物を駆除して、元の自然環境に戻
すためには、多くの時間と労力が必要です。
　特定外来生物がもたらす影響を十分に理解し、適切な駆除を行
い、日本の在来種を守っていきましょう。

オオキンケイギクを見つけたら
①根から抜き取る。
②種などが飛び散らないように、
袋などに入れて枯死させる。

③燃やせるごみとして処分する。
　（日田市の場合）

環境課水・環境係☎㉒８３５７（市役所 2階）
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「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
は
、
平
成
20

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

都
会
に
人
口
が
集
中
す
る
中
、
自
分
の

生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に

寄
附
を
す
る
と
、
申
告
に
よ
り
寄
附
額

か
ら
２
０
０
０
円
を
除
い
た
額
が
住
民

税
・
所
得
税
か
ら
寄
附
金
控
除
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
成
立
を
機
会
に
、
市
で
は
、

平
成
20
年
10
月
か
ら
「
水
郷
ひ
た
応
援

基
金
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
今
年
の
８
月
か
ら

制
度
を
次
の
と
お
り
見
直
し
ま
す
。

①
ふ
る
さ
と
（
自
治
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

還
流
制
度
の
創
設

　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
財
源
を
確
保
す

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
（
自
治
会
）
還
流

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
寄

附
し
た
人
が
応
援
し
た
い
地
域
（
自
治

会
）
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
市
は
寄
附
額
の
２
分
の
１
を
上
限

に
指
定
さ
れ
た
自
治
会
に
「
水
郷
ひ
た

応
援
交
付
金
」
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

②
返
礼
品
に
よ
る
特
典

　

市
外
に
在
住
す
る
人
が
日
田
市
に
寄

附
し
た
場
合
、
日
田
市
の
特
産
品
を

返
礼
し
ま
す
。
寄
附
額
に
応
じ
て
、

37
種
類
の
特
産
品
か
ら
希
望
の
も
の

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
家
族
・
知
人
な
ど
に

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
て
く
だ
さ
い

　

新
し
い
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
、
市

外
に
住
ん
で
い
る
ご
家
族
、
ご
親
戚
、

知
人
に
伝
え
、
寄
附
を
勧
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
寄
附
金
の
申
込
み
は
企
画
課
へ

　

電
話
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
寄

附
金
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
「
水
郷
ひ
た
応
援
基
金
」
制
度
を
見
直
し
ま
し
た

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

【
問
合
せ
】
企
画
課
政
策
企
画
係
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

■寄附金の使い道
　次の４つから選ぶことができます。

■ふるさと納税「水郷ひた応援基金」の流れ（イメージ）

森
林
保
全
・
育
成
事
業

高
齢
化
対
策
事
業

地
域
活
性
化
事
業

市
長
に
お
任
せ

※
ふ
る
さ
と
「
水
郷
ひ
た
」
を
守

り
、
元
気
付
け
る
施
策
。

指定自治会

日田市

市に２万円を寄附。
（使い道に地域活性化
事業を選び、応援した
い自治会を指定）

特産品を返礼

市は２万円のうち
１万円を指定され
た自治会に交付。

広報・ホームページ・
メディアなどでＰＲ

市外在住のＡさん

市民

縁故者

自治会
市外の

同郷会など

市出身者

返礼品の例

日田梨（約５㎏） 天領ひた調味料セット 天ヶ瀬温泉旅行クーポン
（寄附額１万円以上） （寄附額３万円以上） （寄附額10万円以上）

1,000円分×10枚
1,000円分
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指定管理者を募集します
　市では、次の施設の指定管理者を募集します。応募資格等の詳細は、募集要項及び仕様書をご覧になるか、
施設を所管している担当課にお問い合わせください。
<共通>
■指定期間　平成27年４月１日～32年３月31日
■選定方法　指定管理者選定委員会で候補者を選定
※募集要項及び仕様書は、市ホームページに掲載しています。

日田市勤労者総合
福祉センター
(田島３丁目)

８月５日㈫～
　　　　９月12日㈮
市役所３階
商工労政課

８月19日㈫
午後２時～
日田市勤労者総合福祉
センター研修会議室Ⅱ

商工労政課
商業・労働福祉係
☎㉒８２３９
（市役所３階）

日田市椿ケ鼻ハイラ
ンドパーク
（前津江町）

８月１日㈮～
　　　　９月12日㈮
市役所３階
観光課

８月20日㈬
午後２時～
椿ケ鼻ハイランド
パーク管理棟

観光課観光企画係
☎㉒８２１０
（市役所３階）

日田市営駐車場
（三本松、隈、駅前、
駅北、駅北第２）

８月５日㈫～
　　　　９月12日㈮
市役所２階
市民活動推進課

８月22日㈮
午後２時～
市役所４階
庁議室

９月12日㈮ 午後５時必着（持参のみ）

市民活動推進課
生活安全・消費生活係
☎㉒７５１５
（市役所２階）

対
象
施
設

業
務
内
容

書
類
配
付

公
募
説
明
会

申
請
受
付
期
限

問
合
せ
先

・施設の利用許可に
関する業務

・施設の利用に係る
料金に関する業務

・教養文化向上に資
する各種教室、講
座、研修会等の開
催に関する業務　
ほか

・ハイランドパーク
におけるサービス
に関する業務

・ハイランドパークの
広報に関する業務

・ハイランドパーク
の利用の許可に関
する業務　ほか

・駐車場の利用許可
に関する業務

・駐車場の利用に係
る使用料に関する
業務

・施設の維持管理に
関する業務　ほか

８月５日㈫～
　　　　９月12日㈮
社会教育課
（中央公民館内）

８月21日㈭
午後２時～
中央公民館２階
第１会議室

社会教育課スポーツ振興係
☎㉒６８６８（中央公民館内）

・スポーツ施設の利用許可に関する事務
・スポーツ施設の利用に係る使用料に関す
る事務

・スポーツ施設及び設備の維持管理に関す
る業務　ほか

日田市スポーツ施設
Ａ群15施設（旧日田市内の施設）日田市総
合体育館、日田市陸上競技場、日田市大原公
園テニスコート（クラブハウスを含む）、日
田市大原グランドほか
Ｂ群７施設（Ｂ＆Ｇ天瀬海洋センター及びそ
の周辺の施設）日田市天瀬総合グラウンド、
日田市天瀬スポーツ広場ほか
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【問合せ】リバーフェスタinみくま川実行委員会
☎㉔７１５０

環境課水・環境係☎㉒８３５７

第19回リバーフェスタinみくま川

　交流ボート大会、ス
ライダー、ターザンロ
ープ、ちびっこひろば、
ウッディすらいだぁ、
絶叫大会など、川と触
れ合うイベントが盛り
だくさん。是非、遊び
に来てください。

▶とき
　８月17日㈰
　午前９時～午後３時　　
▶ところ　三隈川中の島～亀山公園周辺

お知ら
せ

【問合せ】日田まつり振興会事務局☎㉒８２１０

第10回日田夏まつり

　水郷日田の夏の風物詩、日田夏まつりを今年も
開催します。市民総参加のイベントですので、皆
さん奮って参加してください。

▶とき　８月23日㈯　午後６時～９時
※雨天時はお楽しみ抽選会のみ開催。
▶ところ　中央公園（パトリア日田前）
※芝生の上でのイベントのため、草履や下駄（サンダル
タイプのもの）など、裏の柔らかいもので参加してく
ださい。皆さんのご協力をお願いします。

　踊りに使用するため、うちわを持参してください。
市民総踊り練習会
▶とき　８月18日㈪　午後７時～
▶ところ　市役所７階大会議室
※うちわを持参してください。

お知ら
せ

【問合せ】企画課文化振興係☎㉒８４４５

第68回日田市文教祭９月開催行事

　市では、文化の振興を図るため、毎年９月から
11月まで「文教祭」を開催します。

第10回日田市美術展
　書、美術（日本画、洋画、彫刻、工芸）、写真
の展示を行います。表彰式は、９月15日午後２時
30分から小ホールで行います。
▶とき　９月11日㈭～15日㈷
　午前９時～午後６時（最終日は午後４時まで）
▶ところ　パトリア日田ギャラリー、スタジオ１
作品を募集します
▶出品手数料　一人2,000円（高校生1,000円）
※作品募集要項は、市役所６階企画課、パトリア日田、

各振興局・振興センター、中央公民館、各地区公民館
と下記の事務局に備え付けています。

▶申込日
　書の部　　　　　８月25日㈪まで
　美術・写真の部　９月８日㈪（作品搬入の際）
▶出品に関する問合せ先
　日田書道協会事務局☎㉔３２４７（池永）
　日田美術協会事務局☎㉒２８０６（千原）
　日田写真協会事務局☎㉓８１９８（江田）
第20回市民音楽祭　
　合唱や器楽の発表を行います。
▶とき　９月28日㈰
　午後１時～（午後０時30分開場）
▶ところ　パトリア日田大ホール
▶入場料　　大人５００円、高校生以下３００円
生活文化展　
　華道、茶道を行います。
▶とき
　９月27日㈯・28日㈰
　午前10時～午後３時
▶ところ
　パトリア日田ギャラリー
「文芸の集い」俳句大会の俳句を募集します
一般の部
▶投句料　２句１組５００円
小・中学生、高校生の部
▶投句料　無料
※募集要項・投句用紙は、市役所６階企画課、パトリア

日田、各振興局・振興センター、各地区公民館に備え
付けています。

▶申込期限　９月30日㈫

お知ら
せ
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【問合せ】財政課公有財産管理係☎㉒８２１５

市有地を売却します

▶入札参加資格
・個人で市税等を完納している人（法人は参加できま
せん）

・成年被後見人又は被保佐人及び被補助人以外の人、
破産者でない人等

▶特約条項
・住宅用地以外への用途変更禁止
・２年以内に住宅建築完了
・５年間の転売又は貸付禁止
▶入札方法　一般競争入札

▶入札参加受付期間・場所
　８月18日㈪～22日㈮
　市役所４階財政課公有財産管理係
▶現地説明会　８月19日㈫
　市役所４階４０１会議室　
　物件番号20（教田用地）　午後１時30分～
　物件番号22（ふるや台）　午後３時30分～
▶入札会場　市役所４階４０１会議室
※入札には、入札保証金（入札金額の100分の５以上）が必要

です。
※詳細は、市ホームページをご覧ください。

お知ら
せ

【問合せ】健康保険課保健医療係☎㉔３０００

食中毒にご注意ください

　食中毒は、
一年中発生し
ていますが、
特に温かく湿
気が多い梅雨
から夏にかけ
ては、食中毒
の原因となる
細菌の増殖が
活発になるため、食中毒が発生しやすくなります。
　特に注意したいのが鶏肉や牛肉などに付着する
「カンピロバクター」や「腸管出血性大腸菌」な
どの細菌による食中毒です。生肉を触ったら必ず
すぐに手を洗うこと、また、生肉を切ったまな板
や包丁は洗って熱湯消毒をしましょう。
　食中毒予防の３原則「付けない、増やさない、
殺菌する」を守って、食中毒を防ぎましょう。

お知ら
せ

【問合せ】環境課生活環境係☎㉒８２０８

生ごみの水切りをしましょう

　生ごみの約80％は水分
です。水切りで重量の約
10％を減らすことができ
ます。また、生ごみに含
まれる水分は腐敗や悪臭
の主な原因になります。
　水分を減らすための工
夫をすると、ごみの減量
と悪臭対策が一度にでき
ます。生ごみを出すときは、できるだけ水切りを
して、一つのビニール袋で出してください。
水分を減らす工夫を
・野菜などの使えない部分はぬらさず、直接ごみ
箱（袋）に入れましょう。

・ごみ出しの前に水切りネットでたまった水分を
「ぎゅっ」と絞ってから出しましょう。
ごみ減量ステッカーを配布します
　台所に貼って、生ごみの水切りを心掛けましょう。

お知ら
せ

物件番号
20
22Ａ
22Ｉ
22Ｊ
22Ｌ
22Ｍ

区分
土地
土地
土地
土地
土地
土地

大字三和2467番6
大山町東大山字穴ノ元1638番9外
大山町東大山字東小畑ケ1597番8
大山町東大山字東小畑ケ1597番9
大山町東大山字東小畑ケ1597番12外
大山町東大山字穴ノ元1638番17

物件名
教田用地

ふるや台（Ａ）
ふるや台（Ｉ）
ふるや台（Ｊ）
ふるや台（Ｌ）
ふるや台（Ｍ）

地目
宅地
宅地
宅地
宅地
宅地
宅地

最低制限価格
542万1千円
261万4千円
215万4千円
223万2千円
246万9千円
283万3千円

午前９時30分～
午前11時～
午後１時30分～
午前９時30分～
午前11時～
午後１時30分～

登記面積
265.75㎡
318.06㎡
286.84㎡
322.98㎡
343.75㎡
355.04㎡

入札日所在地

８月
27日㈬

８月
28日㈭
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お
知
ら
せ

火
災
予
防
条
例
の
一
部
が

　
　
　
　
　 

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
８
月
１
日
か
ら
火
災
予
防
条
例
の
一
部

が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

・
不
特
定
多
数
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

対
象
火
気
器
具
等
（
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
ガ

ス
ス
ト
ー
ブ
、
発
電
機
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
、
か
ま
ど
、
電
気

ス
ト
ー
ブ
、
電
気
こ
ん
ろ
等
）
を
使
用

す
る
場
合
は
、
消
火
器
を
準
備
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
前
記
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
対
象
火
気
器
具

等
を
使
用
し
た
露
店
等
を
開
設
す
る
場

合
に
、
消
防
署
に
届
出
を
提
出
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
田
消
防
署
☎
㉔
２
２
０
４

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊

　
　
と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、

今
年
で
69
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
も
市
で
は
、
原
爆
死
没
者
、
戦
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
時
」
と
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン

を
１
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

　
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」

を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈬　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈯　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈮　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

　
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関

す
る
図
書
を
随
時
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
試
行
的

に
第
３
日
曜
日
を
開
設
日
と
し
て
い
ま
す

が
、
８
月
は
お
盆
前
の
８
月
10
日
を
「
開

設
日
」
と
し
ま
す
。
（
有
料
）

　
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設

し
ま
せ
ん
の
で
、
「
埋
め
立
て
ご
み
」
が

あ
る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日

　
８
月
10
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
８
月
の
第
３
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み

（
許
可
業
者
搬
入
可
）　

 

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
又
は
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

お
盆
の
ご
み
収
集
を
始
め
ま
す

　
今
年
度
か
ら
お
盆
期
間
中
も
燃
や
せ
る

ご
み
と
生
ご
み
の
収
集
を
始
め
ま
す
。

■
収
集
日

　
月
・
木
曜
日
収
集
区
域　
８
月
14
日
㈭

　
火
・
金
曜
日
収
集
区
域　
８
月
15
日
㈮

※
ご
み
収
集
の
時
間
は
、
交
通
量
や
工
事
、
ご

み
の
量
な
ど
で
毎
日
変
わ
り
ま
す
。
ご
み
を

出
す
場
合
は
、
必
ず
、
午
前
８
時
ま
で
に
決

め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

日
田
市
町
並
み
保
存
審
議
会

　
日
田
市
町
並
み
保
存
審
議
会
は
、
豆
田

町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
存
等

に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
も
の
で
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
す
。

■
と
き

　
８
月
18
日
㈪　
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
４
階
庁
議
室

　
文
化
財
保
護
課
町
並
み
保
存
係
（
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
㉔
７
１
７
１

㉔
７
０
２
４

　
　

bunka@
city.hita.oita.jp

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
が
拡
大

　
９
月
１
日
か
ら
、
小
迫
町
・
朝
日
町
の

一
部
の
地
域
で
、
新
た
に
下
水
道
の
利
用

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
区
域
内
に

建
物
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
建
物
か
ら

排
出
す
る
汚
水
（
台
所
、
浴
室
、
ト
イ

レ
、
洗
濯
等
で
生
じ
る
排
水
）
を
下
水
道

に
流
し
込
む
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
工
事
は
、
３
年
以
内
に
着
工
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
排
水
設
備
工
事
は
、
市
で
定
め

た
排
水
設
備
指
定
工
事
店
（
現
在
54
社
）
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
供
用
開
始
区
域
内
で
、
ま
だ
排
水
設
備
の
設

置
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

関
係
図
面
の
縦
覧

　
拡
大
す
る
供
用
開
始
区
域
の
関
係
図
面

を
次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
15
日
㈮
〜
28
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
５
階
下
水
道
課

　
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調
査
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
か
月
間
に
わ

た
り
、
総
務
省
に
よ
る
「
平
成
26
年
全
国
消

費
実
態
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
暮
ら
し
向
き
を
、

家
計
の
所
得
、
消
費
、
資
産
の
３
つ
の
面

か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
全
国
の
世
帯
か
ら
統
計
的
な
方
法
に

基
づ
い
て
選
定
さ
れ
た
世
帯
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
８
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
身
分
証
を
携
行
し
た

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
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保
健
・
福
祉

容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
情
報
統
計
課
情
報
・
統
計
係

　
☎
㉒
８
２
６
０
（
市
役
所
６
階
）

平
成
27
年
日
田
市
成
人
式
を
開
催

■
と
き　
平
成
27
年
１
月
11
日
㈰

　
式
典　
午
前
11
時
〜

　
（
受
付
は
午
前
10
時
〜
）

■
と
こ
ろ　
パ
ト
リ
ア
日
田

■
対
象

　
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
12
月
中
旬
に
は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
人
で
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
社
会
教

育
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
中
旬
ま

で
に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。
（
電
子
申
請

有
り
）

司
会
者
、
二
十
歳
の
決
意
発
表
者
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

■
募
集
内
容

・
司
会
者　
２
人

・
二
十
歳
の
決
意　
２
人
（
新
成
人
と
し

て
の
決
意
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
）

・
ピ
ア
ノ
演
奏　
１
人
（
ス
タ
イ
ン
ウ
エ

イ
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏
）

※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
左
記
に
電
話
、

は
が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
（
電
子
申
請
有
り
）

※
二
十
歳
の
決
意
は
、
発
表
の
要
旨
を
郵
送
又

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
９
月
５
日
㈮

　
〒
８
７
７
ー
０
０
０
３

　
日
田
市
上
城
内
町
２-

６

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
（
中
央
公
民
館
内
）

　
☎
㉒
６
８
６
８

㉒
６
８
６
９

公
園
を
大
切
に

　
最
近
、
一
部
の
公
園
で
ト
イ
レ
な
ど
の

施
設
に
落
書
き
な
ど
の
い
た
ず
ら
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
公
園
は
、
み
ん
な
が
利
用

す
る
施
設
な
の
で
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
い
た
ず
ら
な
ど
を
見
掛
け
ま
し
た
ら
、
左
記

に
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

福
祉
手
当
の
支
給

　
８
月
は
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
の
支
給
月
で
す
。
受
給
者
か
ら

届
出
の
あ
っ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
、
５

月
か
ら
７
月
ま
で
の
３
か
月
分
を
振
り
込

み
ま
す
。

■
振
込
日
　
８
月
８
日
㈮

※
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
へ
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
へ
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

「
日
田
市
地
域
福
祉
計
画
策
定

　
　
委
員
会
」
の
委
員
を
募
集

　
市
で
は
、
新
た
な
「
日
田
市
地
域
福
祉

計
画
」
の
策
定
や
進
行
管
理
等
に
つ
い
て

話
し
合
う
「
日
田
市
地
域
福
祉
計
画
策
定

委
員
会
」
の
一
般
公
募
の
委
員
を
次
の
と

お
り
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
数　
若
干
名

■
任
期　
５
年

■
応
募
資
格

①
平
成
26
年
８
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住

の
満
20
歳
以
上
の
人
で
、
福
祉
に
つ
い

て
関
心
が
あ
る
人

②
任
期
中
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で

き
る
人

■
申
込
期
限　
８
月
18
日
㈪

■
選
考
方
法　
書
類
（
作
文
）
選
考

※
応
募
要
領
及
び
応
募
用
紙
は
、
応
募
希
望
者
へ

郵
送
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て

る
た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

①
と
き　
８
月
22
日
㈮

　
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
、

　
　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

②
と
き　
８
月
29
日
㈮

　
内
容　
子
供
の
事
故
予
防

　
　
　
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

③
と
き　
９
月
５
日
㈮

　
内
容　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

④
と
き　
９
月
12
日
㈮

　
内
容　
助
産
師
さ
ん
の
お
話

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

ま
で
。
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
が
入
れ
替
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数　
20
組
程
度

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
子
申
請
有
り
）

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日
㈭

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

離
乳
食
教
室

　
生
後
５
か
月
か
ら
９
か
月
の
乳
児
の
保

護
者
を
対
象
に
し
た
離
乳
食
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　
８
月
26
日
㈫　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
２
階
料
理
教
室

■
募
集
数　
15
組
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
子
申
請
有
り
）

■
申
込
期
限　
８
月
18
日
㈪

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）
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ス
テ
ッ
プ
運
動
リ
ー
ダ
ー

　
　
　

 

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　
身
近
で
取
り
組
み
や
す
く
効
果
的
な
ス

テ
ッ
プ
運
動
を
地
域
に
広
め
る
た
め
の
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
１
日
㈪
〜
12
月
15
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
毎
週
月
曜
日
（
全
12
回
）

■
と
こ
ろ　
市
役
所
７
階
大
会
議
室

■
対
象　
お
お
む
ね
70
歳
以
下
の
人
で
、

運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
広

め
る
こ
と
が
で
き
る
人

※
か
か
り
つ
け
医
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る

人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
数　
40
人

※
受
講
後
は
、
地
域
で
開
催
す
る
ス
テ
ッ
プ
教

室
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に

研
修
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
８
月
15
日
㈮

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
エ
ル
ピ
ア
内
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

■
と
き　
９
月
４
日
㈭
か
ら
12
月
３
日
㈬

ま
で
の
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

■
対
象　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
受
講
料

　
７
万
５
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

■
募
集
数　
20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い

た
日
田
サ
テ
ラ
イ
ト
（
商
工
会
議
所
内
）
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
同
行
援
護
従
事
者
養
成
研
修
は
9
月
に
実
施

し
ま
す
。

※
詳
細
は
虹
の
家
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

　

 

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
に
は
、
「
現
況
届
の
お
知
ら

せ
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た

日
時
・
場
所
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な

い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
（
以
下
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
）

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶
養
・

養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
父
母
等
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

・
父
又
は
母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

※
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
や
受
給
で
き

る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
と
は

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母

の
い
な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
は
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
心
身
に
中
程
度
以
上
の
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
満

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
父
、
母
又

は
そ
の
養
育
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
害
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額
は
障

害
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

 
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
を
名
乗

り
、
医
療
費
や
保
険
料
等
の
還
付
金
が
あ

る
と
偽
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
が
全
国
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
と
き
は
、

左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

車
内
放
置
は
危
険
で
す

　
暑
い
時
期
に
な
り
、
駐
車
場
の
車
内
に

子
供
を
放
置
す
る
と
、
熱
中
症
で
亡
く
な

る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
短
時
間
の

放
置
で
も
車
内
は
50
度
以
上
の
高
温
に
な

り
、
子
供
の
命
に
関
わ
り
ま
す
。

　
子
供
を
車
内
の
み
な
ら
ず
、
自
宅
な
ど

に
放
置
す
る
こ
と
は
児
童
虐
待
に
該
当
し

ま
す
。
悲
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
子
供

の
車
内
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

差
別
を
な
く
す
運
動
月
間　

県
民
講
座

■
と
き　
８
月
25
日
㈪

■
と
こ
ろ　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

・
講
演
会　
午
後
１
時
40
分
〜
３
時
10
分

　
「
改
め
て
、
部
落
差
別
を
考
え
る
」

　
〜
差
別
は
誰
の
問
題
か
〜

　
鳥
取
環
境
大
学
環
境
学
部
環
境
学
科

　
教
授　
外
川
正
明
氏

・
映
画
上
映

　
（
午
後
３
時
20
分
〜
５
時
10
分
）　
　

「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」

　
（
２
０
１
３
年
作
品
）

　
大
分
県
人
権
・
同
和
対
策
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
１
７
７

イ
ベ
ン
ト
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林
間
わ
さ
び
ほ
場
を
活
用
す
る
人

　
　
　
　
　
　
を
補
助
し
ま
す

　　
市
で
は
、
市
が
整
備
し
た
林
間
わ
さ
び

ほ
場
を
活
用
す
る
人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象　
３
ａ
以
上
の
規
模
で
共
同

出
荷
を
す
る
人

■
補
助
内
容　
土
壌
改
良
、
肥
料
散
布
、

運
搬
に
必
要
な
経
費

■
補
助
金
額　
標
準
事
業
費
に
あ
た
る
２

万
５
０
０
０
円
（
10
ａ
あ
た
り
）
の
２

分
の
１
以
内

※
栽
培
方
法
は
、
大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流
通

部
、
大
分
県
農
協
日
田
事
業
部
が
指
導
し
ま
す
。

■
ほ
場
の
場
所　
前
・
中
・
上
津
江
地
区

■
貸
出
料　
年
間
７
０
０
円
程
度

　
（
約
10
ａ
あ
た
り
）

　
農
業
振
興
課
農
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

第
６
回
大
丸
・
日
田
展

　
　
　
新
規
出
店
希
望
者
説
明
会

　
博
多
大
丸
福
岡
天
神
店
で
開
催
さ
れ
る

「
大
丸
・
日
田
展
」
。
今
年
度
は
平
成
27

年
２
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
規
で
出

店
を
希
望
す
る
事
業
所
を
対
象
に
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
出
店
を
計
画
し
て

い
る
事
業
所
は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き　
８
月
19
日
㈫　
午
前
11
時
〜

■
と
こ
ろ　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
２
階
商
談
会
議
室

■
出
店
条
件　
市
内
で
営
業
を
行
っ
て
い

て
、
大
丸
・
日
田
展
開
催
期
間
中
（
準

備
を
含
め
た
７
日
間
程
度
）
、
人
員
を

派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
所

※
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
８
月
15
日
㈮

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

☎
㉒
３
１
１
５

　
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
係

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
３
階
）

第
20
回
ひ
た
４
２
１
９
５
チ
ャ
レ

ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
大
会
出
場
者
募
集

■
と
き　
10
月
26
日
㈰　
午
前
８
時
ス
タ

ー
ト
（
午
前
７
時
20
分
集
合
）

■
と
こ
ろ　
陸
上
競
技
場

■
距
離

　
４
２
・
１
９
５
km
、
２
１
・
０
９
７
km

■
参
加
資
格

　
小
学
生
以
上
の
男
女
で
健
康
な
人

※
小
学
生
は
２
１
・
０
９
７
km
の
み
で
、
必
ず

成
人
の
同
伴
者
の
参
加
が
必
要
で
す
。

■
参
加
料
（
保
険
料
を
含
む
）

　
高
校
生
以
上　
２
５
０
０
円

　
小
・
中
学
生　
１
５
０
０
円

※
申
込
書
は
、
社
会
教
育
課
、
陸
上
競
技
場
、

総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
（
印

鑑
及
び
誓
約
事
項
の
同
意
が
必
要
で
す
）

※
当
日
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限　
10
月
６
日
㈪

大
会
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
大
会
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

「
と
き
め
き
作
品
展
」

　
　
　
　
　
　

 

出
展
作
品
募
集

　
障
が
い
者
の
文
化
活
動
発
表
の
場
で
す
。

■
と
き　
11
月
13
日
㈭
〜
17
日
㈪

■
と
こ
ろ　
大
分
市
「
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
」

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

■
募
集
作
品　
絵
画
、
工
芸
、
写
真
、
書
、

陶
芸
作
品

■
応
募
資
格

　
県
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
人
（
障
が

い
の
種
別
や
等
級
は
問
い
ま
せ
ん
）

※
申
込
書
は
、
左
記
又
は
各
振
興
局
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。
（
作
品
の
写
真
が
必
要
で
す
）

■
申
込
期
限　
８
月
29
日
㈮

※
各
振
興
局
で
申
し
込
む
場
合
は
、
８
月
27
日
ま
で
。

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

調
理
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

　
　
　
　
　
　
　

 

受
講
者
募
集

　
施
設
等
の
調
理
補
助
を
行
う
た
め
の
、

調
理
の
基
本
技
術
等
を
習
得
し
ま
す
。

■
対
象　
市
内
在
住
で
就
職
・
就
業
を
希

望
す
る
55
歳
以
上
の
人　

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
票
が
必
要
で
す
。

■
と
き　
９
月
26
日
㈮
〜
10
月
９
日
㈭
の

う
ち
10
日
間

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

■
募
集
数　
15
人
（
選
考
有
り
）

■
申
込
期
限　
９
月
10
日
㈬

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
７
６
７
６

平
成
26
年
度
自
衛
官
募
集

防
衛
医
科
大
学
・
防
衛
大
学

■
対
象

　
高
校
卒
業
者
（
見
込
み
を
含
む
）
で
21

歳
未
満
の
人

■
試
験
日
・
会
場

・
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
看
護
科

学
生
（
一
次
試
験
）

　
10
月
18
日
㈯

　
大
分
県
中
小
企
業
会
館

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
（
一
次
試
験
）

　
11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

　
北
九
州
予
備
校
大
分
校

・
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
次
試
験
）

　
11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰　
大
分
大
学

■
受
付
期
間　
９
月
５
日
㈮
〜
30
日
㈫

　
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

夏
休
み
子
供
押
し
花
体
験
教
室

　
小
学
生
以
下
の
児
童
を
対
象
に
、
押
し

花
で
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
と
下
敷
き
を
作
る

教
室
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　
８
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰　

　
①
午
後
１
時
〜
２
時

　
②
午
後
３
時
〜
４
時

□
と
こ
ろ　
隈
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
黎

明
館
１
階
ひ
た
押
し
花
美
術
館

□
参
加
費　
５
０
０
円

□
定
員　
各
20
人

□
申
込
期
限　
８
月
７
日
㈭　
午
後
５
時

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
水
曜
日
は
休
館
）

　
ひ
た
押
し
花
美
術
館
☎
㉕
５
０
６
０

試
験
・
講
習

タ
ウ
ン
情
報

※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。

募
集
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こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

心に「良風」を

　日田市人権・同和教育啓発推進協議
会の基本方針に沿い、地域や職場にお
いて様々な啓発活動が推進されていま
すが、時折、同和問題を「封印」する
意見を耳にすることがあります。
　いわゆる「寝た子を起こすな」と比
喩されている理論であり、同和問題
（部落差別）を説き伝えることで、問
題の実情を知らない人に差別心が植え
付けられ、逆効果になるという考えです。
　このような考え方は、「差別をなく
す」ための積極的な姿勢より、差別か
ら目を背ける消極的な姿勢が勝ってい
るように感じられます。人権課題の解
消・撤廃に向けて、法務省では16項目
にわたる課題を掲げていますが、全て
の課題が「そっとしておく」ことでは
解消できないものばかりです。差別を
受ける（受けた）苦しみを理解するため
には、実情や歴史を深く知ろうとする積
極的な姿勢が必要とされています。
　「差別」は正しい認識が備わってい
ないとき、また誤解や偏見があるとき
に形を表します。例えばハンセン病に
ついて、教師がその病状を誤って説明
したため、子供たちがハンセン病患者
を避けるような作文を書いたこと。ま
た、外交問題をきっかけに誹謗中傷を
浴びせるヘイトスピーチ。これらの事
象は、事実の誤認や特定の強い感情に
影響を受け、心の中に「差別」を感じ
得ない隙間が生じてしまったことが要
因となっています。
　８月は「差別をなくす運動月間」で
す。厳しい暑さが予想される季節、正
しい認識と積極的な行動によって、互
いの心の中に暑さをしのぐ心地よい風
を送り込むことが望まれます。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７
　　　　　（市役所別館１階）

は
ぎ
の
園
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
物
故
者
供
養
、
盆
踊
り
、
お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
21
日
㈭

　
午
後
７
時
〜
９
時

　
日
田
は
ぎ
の
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
日
田
は
ぎ
の
園
☎
㉔
３
５
０
８

第
22
回
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
in
伏
木

　
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
６
組
が
出
演
し
ま

す
。
屋
台
や
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
23
日
㈯

　
午
後
６
時
30
分
開
演

　
伏
木
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ

　
☎
０
８
０
‐
１
７
６
２
‐
２
６
４
２
（
財
津
）

女
性
の
た
め
の
木
工
教
室

　
女
性
を
対
象
に
、
木
で
作
る
お
し
ゃ
れ

な
ス
パ
イ
ス
ラ
ッ
ク
を
作
る
教
室
を
行
い

ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
30
日
㈯
・
９
月
６
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
学
校

（
朝
日
ヶ
丘
）

□
定
員

　
10
人
（
両
日
と
も
出
席
で
き
る
人
）

※
材
料
費
・
保
険
料
は
個
人
負
担
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
鉛
筆
・
消
し
ゴ
ム
、
昼
食
を
持
参
し
、
作
業

が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会

　
☎
㉘
５
８
３
５

　
☎
０
９
０
‐
８
９
１
６
‐
２
５
５
８
（
原
田
）

出
会
い
（
婚
活
）
の
集
い
参
加
者
募
集

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
31
日
㈰　
午
後
５
時
〜
８
時

　
市
内
イ
ベ
ン
ト
会
場

※
男
性
は
市
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。
再
婚
を

希
望
す
る
人
、
子
供
が
い
る
人
も
参
加
で
き

ま
す
。

※
食
事
代
は
自
己
負
担
。

□
申
込
期
限　
８
月
22
日
㈮

　
三
花
公
民
館
☎
㉔
９
１
４
４

赤
峰
勝
人
講
演
会
in
日
田

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
31
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
４
時
（
正
午
開
場
）

　
パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル

□
入
場
料　
一
般
１
０
０
０
円
（
前
売
り
）

高
校
生
以
下
無
料

　
大
分
な
ず
な
の
会
世
話
人
会

　
☎
０
９
０
‐
４
４
８
３
‐
６
８
９
４
（
梶
原
）

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生
募
集

　
　
　
　
（4-26-44-01-00-0021

）

　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト
・
表
計
算
ソ
フ
ト
の
知
識
と
技
能
、

簿
記
の
基
礎
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、

就
職
応
募
書
類
の
書
き
方
な
ど
を
学
び
ま

す
。

□
訓
練
期
間

　
９
月
17
日
㈬
か
ら
12
月
16
日
㈫
ま
で
の

３
か
月
間
（
月
〜
金
曜
日
）

　
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３
時
50
分

□
と
こ
ろ

　
大
分
経
理
専
門
学
校
日
田
教
室

□
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

□
募
集
数

　
15
人
（
定
員
の
半
数
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

□
申
込
期
限　
８
月
22
日
㈮

※
受
講
資
格
・
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
大
分

経
理
専
門
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.keiri.ac.jp/

）
を
ご
覧
に

な
る
か
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
大
分
経
理
専
門
学
校
日
田
教
室

　
☎
㉓
８
４
３
３
（
木
村
）
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エコ幼稚園・エコ保育園活動報告
　幼児期からの環境への探究心・好奇心を育成するため、毎年、私立幼稚園・
保育園から２園をモデル園に指定し、環境活動を支援しています。今号では、
平成25年度のモデル園の活動結果をご紹介します。

　私たちは、エコレンジャーとして楽
しみながら、水を大切にすることや、
意識してごみの減量に取り組むことが
できました。
　浄化センターの見学で、水の大切さ
や生き物への思いやりを学びました。
　これからも、エコ意識をもってきれ
いな地球を愛し、守っていきたいと思
います。

三隈幼稚園

平成26年度のモデル園が、月隈こども園と白蓮保育園に決定し、６月３日に指定書交付式を行いました。
平成26年度エコ幼稚園・エコ保育園指定書交付式

月隈こども園

　年間を通して、いろいろなエコ活動に取り
組みました。
　活動をしながら「意識して取り組む」こと
の大切さを学んだ一年間でした。
　これからも「エコ」に対する意識を親子で
持ってもらうためにも、ゆっくり長くエコ保
育を継続していきたいと思います。

五馬保育園

・水を大切にします。
・電気をつけっぱなしにしません。
・ごみを減らします。
・食べ物を大切にします。

白蓮保育園

・水を大切にします。
・食事を残さず食べます。
・無駄な電気は使いません。
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まちの話題

図書館からまちづくりを
　エホントは、市民サービス協働事業の一環で、６
月23日、長野県小布施町立図書館「まちとしょテ
ラソ」の元館長花井祐一郎氏を招いた勉強会を市役
所で開催した。花井さんは、図書館を中心にまちづ
くりを行った事例を紹介しながら、「図書館は誰も
が世界に通用する教養を身に付けることができる場
所」と、図書館の大切さを語った。

伝統工芸マイスター
　伝統的な木造建築技術を有する技能者の社会的評
価を高めるとともに、技能の伝承と後継者の育成を
目的に日田市伝統技能活用協議会（佐藤実会長）が
創設した「ひた伝統技能マイスター認証制度」。７月
11日に制度創設後初の認定書交付式が行われた。
　今回マイスターに認定されたのは、塗装業を営む
三松健次さんと、彫刻業を営む森力さん。二人は認
定に感謝するとともに「まだまだ職人としてはひよ
っこです。更なる精進で後継者の育成に協力したい
（三松さん）」、「後進の育成に微力ながらも力に
なりたい（森さん）」と決意を語った。

優勝目指して
　７月25日から和歌山県で開催される全国学童軟
式野球大会に出場することが決まった「ひたジュニ
アスポーツ少年団」が、７月８日、出場報告に市役
所を訪れた。県大会では3位だった同少年団。キャ
プテンの東雲海君（光岡小学校６年生）は「県・市
の代表として、精一杯力を出して頑張ります」と抱
負を述べた。
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麦餅搗きまつり
　７月15日、中津江村合瀬の宮園鎮座津江神社で
老松様の餅搗き祭（大分県選択無形民俗文化財）が
行われた。伝承では、天福元年（1233年）の盗賊
退治を祝って始まったと言われている。祭りでは、
神社の氏子らが餅搗き歌に合わせ、樫の杵で蒸した
小麦を搗いた。搗いた餅は神前に供えられ、搗き手
が折った杵は、参拝者が魔除けとして持ち帰った。

鮎やな場オープン
　日田市の夏の風物詩の一つである鮎やな場が７月
19日にオープンし、水遊びや鮎と触れ合う家族連
れでにぎわった。また、河川敷に新しく設置された
食事処では、市内外から訪れた大勢の観光客が列を
なし、川のせせらぎを聞きながら、焼きたての鮎の
塩焼きなどに舌鼓を打った。鮎やな場は11月３日
まで営業する。

世界ジュニア選手権出場 中原選手が報告
　ドイツのハンブルグで８月６日から開かれるボー
トの世界ジュニア選手権大会に、日田高校３年生の
中原友朗君が出場する。７月17日に市役所を訪れ、
原田市長に出場報告をした中原君は「代表合宿で少
しずつ自信が付いてきた。チームワークも良いので
頑張りたい」と意気込みを語った。原田市長は「日
本代表として頑張ってほしい」と激励した。

四季を通して日田の梨
　７月16日、市内三和の日田梨選果場で日田梨の初
出荷式が行われた。出荷したのはハウス栽培の幸水。
この日は約1.5トンが出荷された。梨部会の梶原智
俊会長は「待ちに待った初出荷。台風被害も無く、
良質な梨ができた。これから約半年間の出荷では十
分な品質管理と選果を心掛けたい」と挨拶。梨部会で
は今年の販売目標を3,600トン、11億円としている。

つ

ち

とし
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【問合せ】世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８ たんそうさん

　
咸
宜
園
で
は
構
内
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

と
き
に
は
師
弟
同
行
し
て
、
と
き
に
は
塾

生
た
ち
だ
け
で
、
し
ば
し
ば
周
辺
の
山
野
、

河
川
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
出
向
き
、
遊

び
、
弁
当
を
開
い
て
食
事
を
し
、
詩
を
読

む
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
塾
の
休
日
で
あ
る
「
放

学
」
、
山
歩
き
を
し
た
「
遊
山
」
が
淡
窓

の
日
記
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
放
学
・
遊
山
の
地
と
し
て

の
「
慈
眼
山
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

淡
窓
は
幼
少
の
頃
を
振
り
返
り
、
「
城

内
の
観
音
閣
に
も
し
ば
し
ば
登
り
、
家
人

一
同
に
閣
中
に
通
夜
せ
し
こ
と
あ
り
」
と

夜
通
し
の
祈
願
を
紹
介
し
、
日
記
に
も

「
城
内
観
音
閣
に
登
る
」
な
ど
観
音
閣
の

こ
と
を
数
多
く
記
し
て
い
ま
す
。

　

慈
眼
山
は
、
大
蔵
氏
の
居
城
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
、
当
時
は
鷹
城
山
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
に
所
在
す
る
永
興
寺
は
、

日
田
郡
司
の
大
蔵
永
季
が
父
の
永
興
を
弔

う
た
め
に
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
　

山
の
中
腹
に
は
本
尊
の
木
造
十
一
面
観

音
立
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
、
慈
眼
山
を

「
城
内
観
音
閣
」
と
呼
ん
で
い
る
の
も
、

こ
の
観
音
像
を
祭
る
建
物
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
時
は
桜
の
名
所
で
、
日
記
に
は
廣
瀬

家
の
人
々
や
主
な
塾
生
と
一
緒
に
「
桜
花

を
観
る
」
と
い
う
記
事
が
毎
年
の
よ
う
に

出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
音
閣
に
集
ま
っ

て
「
詩
を
賦
す
」
と
い
う
記
事
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

作
家
の
田
山
花
袋
は
、
慈
眼
山
の
松
の

大
樹
の
下
で
宴
会
を
催
し
、
「
こ
こ
は
淡

窓
や
旭
荘
な
ど
の
ま
だ
子
ど
も
で
あ
っ
た

時
分
に
も
よ
く
遊
び
に
来
た
よ
う
な
と
こ

ろ
だ
」
と
思
い
を
は
せ
、
山
上
か
ら
の
日

田
の
眺
め
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

慈
眼
山
上
に
建
て
ら
れ
た
「
故
府
尹
塩

谷
君
之
碑
」
は
、
郡
代
の
塩
谷
大
四
郎
正

義
の
顕
彰
碑
で
、
淡
窓
の
撰
文
で
す
。
鐘

つ
き
堂
の
そ
ば
に
は
「
鐘
堂
」
の
詩
碑
が

あ
り
ま
す
。

　
鐘
堂
　
　
廣
瀬
淡
窓

日
永
鐘
堂
静

（
日
永
く
し
て
鐘
堂
は
静
か
な
り
）

篆
盤
烟
繞
紆

（
篆
盤
の
烟
、
繞
紆
）

一
僧
眉
似
雪

（
一
僧
の
眉
雪
に
似
た
り
）

屨
捆
坐
團
蒲

（
屨
を
捆
じ　
團
蒲
に
坐
す
）

（
春
の
日
永
の
季
節
で
、
鐘
つ
き
堂
は
静

ま
り
返
っ
て
お
り
、
香
を
た
く
盤
の
煙
だ

け
が
緩
や
か
に
曲
が
り
く
ね
っ
て
上
っ
て

い
る
。
眉
が
雪
の
よ
う
に
白
く
な
っ
た
一

人
の
老
僧
が
円
い
敷
物
に
座
っ
て
、
わ
ら

を
締
め
な
が
ら
履
物
を
作
っ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
）

トマトと豚肉の生姜炒め

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ⑧

　豚肉はビタミンＢ１が豊富で、牛肉の約10倍含まれています。
ビタミンＢ１は、糖質の代謝や神経の働きに関係しているため、
疲労を回復させ、イライラを防いでくれます。

①豚肉はひと口大に切って、塩、こしょう、小麦粉をまぶしておく。
②玉ねぎはくし形に切る。トマトは湯むきしてざく切りにし、生姜は
すりおろしておく。

③フライパンにごま油を熱し、豚肉を炒め、玉ねぎを加えさらに炒める。
④玉ねぎがしんなりしたら、おろし生姜、しょうゆ、はちみつを入れる。
⑤最後にトマトを入れ、全体になじませる。

[問合せ]健康保険課健康支援係
　　　　☎㉔３０００

<材料>（４人分）
豚もも肉 200ｇ
塩、こしょう、小麦粉
　　　　　　　　適量
玉ねぎ 150ｇ
生姜 20ｇ
トマト 200ｇ

ごま油　　小さじ２
しょうゆ　大さじ１
はちみつ　大さじ１

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－　③

地域の自然や文化遺産を活用した教育
「放学・遊山」　～慈眼山（城内観音閣）～

て
ん
ば
ん

た 

や
ま 

か 

た
い

こ  

ふ 

い
ん
し
お

の
や
く
ん  

の  

ひ

し
お
の
や
だ
い
し
ろ
う
ま
さ

よ
し

し
ょ
う
ど
う

け
む
り

く

こ
ん

だ
ん
ぽ

じ
ょ
う
う

慈眼山永興寺（現地写真）
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒2497　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

 

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

ね
。
皆
さ
ん
夏
バ
テ
な
ど
し
て

い
ま
せ
ん
か
？
暑
い
と
き
に
は

や
は
り
冷
た
い
も
の
が
ほ
し
く

な
り
ま
す
よ
ね
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
自
宅
で
も

簡
単
に
で
き
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

作
っ
た
の
は
「
黒
糖
ア
イ
ス
」

で
す
。
生
ク
リ
ー
ム
を
使
わ
ず
、

牛
乳
だ
け
を
使
用
し
た
ヘ
ル
シ

ー
な
ア
イ
ス
。
夏
の
暑
い
日
に

ぴ
っ
た
り
で
す
♪

　
砂
糖
の
代
わ
り
に
黒
糖
を
使

っ
た
こ
と
で
風
味
の
あ
る
、
そ

し
て
栄
養
価
の
高
い
ア
イ
ス
ク

リ
―
ム
に
な
り
ま
し
た
。
黒
糖

に
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
、
暑
さ

で
疲
れ
た
体
に
効
果
的
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
牛
乳
の
代

わ
り
に
豆
乳
を
使
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
フ
ル
ー
ツ
を
入
れ
て

み
た
り
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

楽
し
め
ま
す
。
今
回
は
市
販
の

ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
挟
ん
で
ア
イ
ス

サ
ン
ド
に
し
て
み
ま
し
た
。
手

作
り
な
の
で
安
心
し
て
食
べ
ら

れ
ま
す
し
、
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
作
っ
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　
是
非
、
皆
さ
ん
も
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

新刊情報

おいでよ！おはなし会
８月 ９日㈯　午後３時～４時
８月23日㈯　午前11時～正午
児童コーナー

雑誌の付録を
プレゼント

　雑誌の付録を抽選
でプレゼントします。
　詳しくは館内の掲
示をご覧ください。
８月に抽選、９月に
お渡しする予定です。

夏休み「川の生きもの展」を開催します

　今年も夏の目玉企画が始まります。今回のテーマは「川
の生きもの」です。
　ザリガニやサワガニ、ドンコ、フナ、オイカワ、カワム
ツ、ムギツクの子供など、多くの川の生きものを展示して
います。図書館で川の生きものと涼しいひとときを過ごし
てみませんか？
・川の生きものの展示、ぬり絵で遊ぼう、市内の川の魚の
分布マップ、魚の段ボール作品の展示（展示後抽選でプ
レゼント）、え!?まさか、ホンモノ??　実物大のオオサ
ンショウウオを粘土で作成

□とき・ところ　８月１日㈮～17日㈰　２階研修室

生きものつかまえたらどうする？
秋山幸也／文　松橋利光／写真
こばようこ／絵　偕成社

　生きものを捕まえ
ても、連れて帰るには
注意が必要。身近な生
きものの見付け方、捕
まえ方、持ち帰り方、
飼い方、観察のポイン
ト、飼えなくなったと
きの放し方などが、ひ
と目で分かる本。

オロマップ　森林保護官　樋口孝也
吉村龍一／著　講談社　

　北海道庁森林事務所
日高支所に勤務する二
人の森林保護官。愛想
はないが頼れる男・山
崎と、その部下・樋口
孝也。森林事務所に日々
持ち込まれる事件と対
峙する、ミステリータ
ッチの連作短編集。

図
書
館
の
本
を
読
ん
で
、
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
！

アイスクリーム大好き！
島本 薫／著
文化出版局

参考にした本

30

９
16
23

２１

29

８
15
22

28

７
14
21

４
11
18
2524

31

３
10
17

27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金
８月の休館日（○…休館日）

子供用スタンプラリースタート！

　貸出し一冊につき１つスタンプ
を押し、30個たまると景品をプ
レゼント。いっぱい本を読んで、
すてきな景品をゲットしよう。
■対象
　小学生以下の図書館利用者
■発行期限　12月28日㈰（スタン
プの押印は平成27年３月末まで）
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松原児童館（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

ひのくま

子育て支援センター

☎㉒７５６５

丸の内

子育て支援センター

☎㉓１８９０

チャイルド

プラザ

☎㉕５３００

岩﨑 豊ちゃん
（２歳・田島２丁目）

ゆたか
小関颯人ちゃん
（２歳・南元町）

はやと
髙瀬咲希ちゃん
（２歳・城町１丁目）

さ き
小田陽葵ちゃん
（２歳・岩美町）

ひまり

佐々木新夏ちゃん
（１歳・吹上町）

にいな
髙倉紗代ちゃん
（１歳・田島２丁目）

吉木咲晶ちゃん
（１歳・吹上町）

さ よさ ら
廣瀬柚芭ちゃん
（１歳・日ノ隈町）

ゆずは

久枝晃太郎ちゃん
（３歳・吹上町）

こうたろう
後藤夏希ちゃん
（３歳・大鶴本町）

きよらなつき
山崎聖空ちゃん
（３歳・日ノ隈町）

森澤來々ちゃん
（３歳・財津町）

ら ら

★そうめん流し

　５日㈫　
　午前10時30分～正午
★パパママクッキング

　９日㈯
　午前10時～正午
★試食会

　20日㈬
　午前11時15分～
●リトミック

　25日㈪
　午前11時15分～正午

★カラーパーティ

　（中級）

　８日㈮　午前10時～
●身体計測

　12日㈫　　　　
　午前９時30分～正午
★夕涼み会

　23日㈯
　午後６時30分～

★カレンダー作り

　５日㈫
　午前11時～
★キッズダンス

　19日㈫
　午前11時～
●身体計測

　21日㈭
　午前11時～正午

日田市の人口
（平成26年６月30日現在） 

■人口
　69,714人
　（前月比-25人）
・男　32,985人
・女　36,729人
■世帯数
　27,120世帯
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川村彩佳ちゃん
（２歳・天神町）

草野凉花ちゃん
（２歳・清水町）

すずかあやかそうま

石橋快俐ちゃん
（１歳・中釣町）

かいりきょうの
後藤鏡乃ちゃん
（１歳・三本松一丁目）

竹田快成ちゃん
（１歳・大山町西大山）

かいせい

福井颯真ちゃん
（２歳・上城内町）

山内涼輔ちゃん
（３歳・財津町）

りょうすけ
立花誠良ちゃん
（３歳・財津町）

せいら
繁松 青ちゃん
（３歳・新治町）

じょう

★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。

元気な日田っ子集まれ！

　10月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんが対象で
す。９月１日までにお申し込
みください。（抽選の結果は、
当選者のみに連絡します）

□はがき 住所、お子さんの
氏名と生年月日、保護者
名、昼間の連絡先を記入
の上、郵送

□ホームページ　市ホーム
ページ（電子申請システ
ムのページ）から申込み

□携帯電話　下記の２次元
コードから申込み

※申込みの際は、写真を送
付する必要はありません。

　〒877-8601（住所記載不要）
　情報統計課行政情報発信係
　☎㉒８６２７（市役所６階）

中央児童館

☎㉗６４０６
天瀬児童館

☎８９２２
大山児童館

☎２９０１
まえつえ

子育て支援施設

☎２４０９

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設　
　

８
月
の
主
な
催
し　
　

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

…小学生対象

…乳幼児対象

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

８月生まれ

　わくわく制作

　19日㈫～23日㈯
　午前10時30分～正午
　すくすく相談

　（歯科衛生士による
歯科相談）

　29日㈮
　午前10時～11時30分
※母子手帳を持参してく

ださい。 

　金魚を作ろう♪

　６日㈬
　夏休み工作

　７日㈭・８日㈮
　お話会

　20日㈬
　紙コップタワーで

　遊ぼう！

　23日㈯
※時間はいずれも午前10

時30分から。

●せいまお兄さんと

　遊ぼう！

　６日㈬
　午前10時～正午
●七夕お誕生日会

　７日㈭
　午前10時～正午
●ランチday

　21日㈭
　午前10時～正午

　★紙粘土工作

　７日㈭
　午前10時30分～
　★プラ板作り

　20日㈬
　午前10時30分～
●療育事業（音あそび）

　22日㈮　
　午前11時～

小小

小

小

小

乳

乳

乳
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　自治基本条例の施行を記念して、制定の意義や市民主体のまち
づくりを進めていくためのシンポジウムを開催します。第１部で
は、北川正恭氏による「参画と協働によるまちづくり～自治基本
条例制定の意義～」と題した講演、第２部では、５人のパネリス
トによるパネルディスカッションを行い、日田市の未来について
考えます。皆さん、是非お越しください。

日田市自治基本条例施行記念シンポジウム

日時 月 日㈯ 午後１時～８ 30
会場 パトリア日田大ホール

パネルディスカッション
「市民主体のまちづくり～日田市の未来～」
[パネリスト]
　岩里諌夫氏（策定委員会委員長/自治会連合会会長）、草野政弘氏
（市民ワーキンググループ会議座長）、河津奈津子氏（策定委員
会委員/市民団体）、森 玄成氏（愛知県新城市企画部市民自治推
進課自治推進係長）、原田啓介（日田市長）

[コーディネーター]
　篠藤明徳氏（別府大学文学部人間関係学科教授・地域社会研究セ
ンター所長）

あした

「参画と協働によるまちづくり
　　　　　　～自治基本条例制定の意義～」

【問合せ】企画課政策企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

プロフィール
1944年生まれ。1967年早稲田大学第一商学部
卒業。三重県議会議員当選、衆議院議員当選
を経て、1995年三重県知事当選。「事業評
価システム」や情報公開を積極的に進め、
地方分権の旗手として活動。また、達成目
標・手段・財源を市民に約束する「マニフ
ェスト」を提言。２期務め、2003年４月に
退任。現在、早稲田大学院教授、「新しい日
本をつくる国民会議」（21世紀臨調）代表。
平成21年地域主権戦略会議構成員。

早稲田大学大学院
公共経営研究科教授 北川正恭氏

　
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

　
本
格
的
な
〝
日
田
の
夏
〞
の
訪
れ
で
す
。

　
さ
て
、
日
田
に
夏
を
感
じ
さ
せ
る
、
新
し
い
風
物
詩
が

登
場
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
三
隈
川
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し
た

〝
新
し
い
鮎
や
な
場
〞
で
す
。

　
毎
年
オ
ー
プ
ン
し
て
い
た
鮎
や
な
場
は
、
一
昨
年
の
九

州
北
部
豪
雨
災
害
で
開
設
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
は
実
証
実
験
と
し
て
特
別
に
許
可
を
受
け
て
開
設

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
し
い
食
事
処
は
、
三
隈
川
の
風
情
に
合
っ
た
、
川
魚

漁
師
の
漁
師
小
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
、
昭
和
の
時
代
の
川
原
の
風
景
を
思
い
出
さ
せ

る
し
つ
ら
え
で
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
は
九
州
産
業
大
学
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科

栗
田
融
教
授
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
青
竹
と
テ
ン
ト
で
小

屋
を
作
り
、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
川
床
な
ど
は
ひ
た
杉
を

使
用
し
て
お
り
、
ま
る
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
。
シ
ン
プ
ル

で
現
代
風
な
、
〝
か
っ
こ
い
い
〞
仕
上
が
り
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
の
鮎
や
な
場
設
営
に
は
、
運
営
会
社
の
皆

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
や
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新

し
い
〝
市
民
協
働
の

活
動
〞
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

多
く
の
人
が
携
わ

り
、
形
を
変
え
な
が

ら
進
化
し
て
い
る
鮎

や
な
場
。

　

日
田
ら
し
さ
が
詰

ま
っ
た
鮎
や
な
場
で
、

夏
を
感
じ
て
み
る
の

も
い
い
で
す
ね
。


